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　一人口の動き一

　10月1日現在
男　　　6．12ろ人
女　　　6．455人

計12．578入
世帯数　2．625世帯

壕

雪
　
｝

認・

郎
社
円

四
風
5

名
南
部

星
臼
1

人
所
価

集
刷

編
印
定

場
町
）

役
　
吉

町
西
壮

西
　
村

刀
”
中

発行所
発行者
（町長

10月のくらし

赤い羽根共同募
金　　運　　動

健康はバランスの
とれた食事から…

秋
の
味
覚
、
キ
ノ
コ
を
求
め
て
！
　
　
㌧

　
　
　
　
九
月
二
十
二
目
、
長
福
寺
う
ら
山
で
開
か
れ
た
キ
ノ
コ
の
採
取
鑑
別
指
導

　
　
　
会
、
菌
類
学
の
権
威
、
農
林
省
の
今
関
六
也
先
生
が
、
キ
ノ
コ
の
分
類
毒
キ

　
　
　
ノ
コ
を
見
分
け
る
コ
ツ
な
ど
を
熱
心
に
説
明
。

鴎
十
月
の
行
事

『
日
　
千
手
定
校
研
究
会

　
　
国
勢
調
査

十六四三
日日日日

千
手
保
育
園
運
動
会

橘
中
再
建
地
鎮
祭

民
生
委
員
す
い
せ
ん
委
員
会

目
の
愛
護
デ
ー

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
実
施

県
税
の
納
入

◎
さ
き
に
本
紙
八
月
号
で
紹
介
い
た
し

ま
し
た
『
新
潟
県
信
用
組
合
千
手
支
店

預
金
口
座
か
ら
の
振
替
に
よ
る
県
税
の

納
税
」
は
、
今
回
次
の
ど
お
り
す
ば
ら

し
い
成
長
を
と
げ
、
県
下
ま
れ
に
み
る

か
が
や
か
し
い
成
果
を
収
め
ま
し
た
の

で
、
再
ぴ
広
報
に
掲
載
し
て
ご
協
力
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
個
人
事
業
税
第
－
期
分
川
西
町
納
税

者
総
数
七
十
一
名
う
ち
千
手
商
工

会
納
税
貯
蓄
組
合
所
属
納
税
者
三

＋
三
名
、
信
組
窓
口
納
税
貯
蓄
組

合
所
属
納
税
者
三
十
八
名
、
納
税

総
額
五
十
五
万
六
千
六
百
六
十
円

日
掛
預
金

。
座
振
替
〉
全
員
納
期
内
完
納

◎
き
た
る
自
動
車
税
第
2
期
（
納

期
10
月
1
日
か
ら
1
0
月
3
1
日
ま
で

＋
六
日

二
士
日

二
主
日

二
＋
四
日

二
＋
六
日

二
‡
日

三
＋
日

卜

川
西
管
内
校
長
会
議
　
上
野

橘
中
運
動
会

中
越
家
庭
教
育
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
（
＋
日
町
）

町
消
防
演
習

岩
瀬
老
人
学
級

、
郡
市
中
学
校
長
会
議

　
　
　
　
　
　
（
仙
田
中
）

臼
倉
家
庭
教
育
学
級

使
用
し
ま
す
が
、
次
の
二
、
三
の
点
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
防
虫
剤
に
は
、
し
よ
う
の
う
と
ナ
フ

タ
リ
ン
の
よ
う
に
石
炭
を
原
料
と
す
る

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
　
・

②
前
者
は
植
吻
性
で
、
後
者
は
破
物
性

で
す
が
、
い
ず
れ
も
、
ガ
ス
状
に
な
り

て
防
虫
の
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

③
使
用
の
場
合
は
、
こ
の
両
者
を
い
（

し
よ
に
使
う
と
、
お
互
い
に
作
用
し
あ

り
て
ガ
ス
に
な
ら
ず
、
水
に
な
〔
て
し

　
　
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
防
虫
効
果

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

広報スポッ

）
個
人
事
業
税
（
納
期
U
月
1
日
か
ら

11

月
3
0
日
ま
で
）
に
つ
い
て
も
今
回
同

様
1
名
の
落
伍
者
も
な
く
、
自
主
納
税

の
実
を
お
あ
げ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

防
虫
剤
の
使
用
法

　
＋
月
は
衣
が
え
の
季
節
で
す
。
夏
物

の
整
理
を
早
目
に
、
冬
物
の
準
備
も
手

回
し
よ
く
片
づ
け
た
い
も
の
で
す
。
衣

類
を
し
ま
う
の
に
は
、
必
ず
防
虫
剤
を

も
な
ぐ
な
り
　
衣
類
に
水
が
つ
も

て
い
み
も
で
き
ま
す
。

よ
く
眠
る
や
つ

　
人
間
に
と
っ
て
す
い
み
ん
は
食

物
よ
り
も
だ
い
じ
で
す
。
四
十
日

断
食
し
て
も
人
間
は
生
き
て
い
る

が
、
＋
日
以
上
眠
ら
な
い
と
死
ん

で
し
ま
・
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
間
は
か
り
で
な
く
、
動
物
も
同
じ

よ
う
で
す
。
動
吻
の
な
か
で
す
い
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
い
ち
ば
ん
短
い
の
は
へ
ぴ
類
で
二
時

間
前
後
、
人
間
は
八
時
間
、
こ
ど
も
は

十
二
時
間
ぐ
ら
い
で
、
か
ガ
猶
ヤ
と
同

じ
、
人
間
の
赤
ん
坊
と
か
争
み
が
＋
四

時
間
で
、
い
ぬ
は
十
七
時
間
、
い
ち
ぱ

ん
長
く
ね
む
る
の
は
撫
ひ
で
、
十
九
時

間
だ
そ
う
で
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇



（2）第84号（蟹智灘纈）しにわカ、報広昭和40年10月10日

報　　規特位そのセ　　　　　　　　　害力・告乙常長管補結いの　　れ予農議孝験
2學警裂輿禺難多あ　活母　～吾奮蓋覆箋婁餐享唇蕎藝肴康算糞澤護琶背
お健れ決事容に1臨　　　　　　　　いつ全た察員請の算の正か一案及済とをに二

旨饒　讐禽森ぞ逡農　　　1　霧借房一書蒔璽髪あ霧議黛馨　屡育多肇周蓄は
　　　　　　　　　　　　　　　　建重奮・逡塁吉雍覆だ肇嘆馨　薩を設馨芝讐次

監
査
委
尋
議

置
町
藝
馨
璽

地のるごれる計の井　　の
襲鴛馨夫尾肴あ禦藩　　運　　顎5舞’券誓奮婆も雰零琶ぞ　癖港塁嚢卸』回

箋醸言撚営繋．』籍遜馨糠灘蠣縛
虞犠鎗牡琵蟹麗嘉警．　　に　　貌昼くβ　雀幾專轟養宅窓毫£　奎藷奏あ錘髪ち

品
氏

雛読匠霧霜箋黛を　　　　　菟茜窪　奮箏望淫盆く雰ギ叢　誓窺黎讐塞蓄越
、

で薯蟹暑、票響τお真　　　　　　　粛薯　禁羅昌華ぞ霧霧蛋詮　苑辞饗宥甚霜　し

議そ当工五なて後十　　　　　　　　　係併　　らし’くの的はれ’　い補廃の数識
会の日す百わ去設坪　　　　　　　　　災協　　報た三町所に　’て次　　ず正止付藤経

協のて用なロ地発を婦移てたそ育もの　答なるか建う産慮地託セで使は　お　中セ文 参開
力開はがいバ区病委人す、めの所の幼①弁いから設に婦をのすンき用　’①り質しンそこ列会
体業別間よスのに嘱科こ従のたにな児お要か。どと考とし利るタたし現上◎疑．’タののし前
制助に題うの利対し医と前寄め便のを産旨’⑥の年えのて用の1場て在野 意活1も議たに
を産相なに利用し’二二にの宿田用で扱をは等国よ々て協い者かに合い上連 見発のの題　。議
研婦談のし用．者万異名しよ舎代す’うす次の保うのい力るに。はこる野絡　のな運よに
究としでた等に全状・’たうの’る今保るの質給な運る体か対③医れが地所　　お審営りつ

員
全

し今た　’いにつをのほいに』炊・星こ後育セと疑付財営か制　。し仙師を　’区＿　　も議に
た後いこがよい期場か。保事名と上所ンおにの政費。に④て田・、をど母で旧　ながつむて
いよ・。の・’りてし合に②育施新は野はタり対対的に⑤つ町ど地何う子季上　　も行いしは
。く④こ冬不はた及内嘱所設田や連相1でし象裏つセい内の区人すセ節野　のなてろ
⑤相町と期便、いぴ科託ばをのめ絡容とあ　’にづいンてのよ等ぐるン保村　　はわ質母条
建談内に間をマ③不医医こ改児た所れ多る当はけてタど開うのらかタ育役　次れ疑子例
設し十つのかイ仙時一一はこ善童いをなぜ●局なが国1の業な遠い。1所場　のたが健の
にて名い利けク田の名産へしの。保いい　のらあ県のよ助配隔嘱②がに）　と　。集康条

、し、

　『b

．員

が
現
地
で
こ
・
れ
G二

なすに額満た受年　　予こ当円繭　　　　　　はな康ての分康給院象る＋税四負百し四三こ十対
（る相のた共け間無・算れ加の共農　　　　　病いなおよ娩セ付等と　。二二十担四た百百れ万す
窃欝雰3璽汽場薯歪鉾奢蟹蓮糞　五暫痘謹獣を亥鶏餅蓬召芳髪毒芳祇旱撃爵票島

甥塾2惣鰭ε醗鎚禰　＋鷲麟親。塘郵鶴聖螺嘉恐麗
署噸蜜論潔諮欝釜答萎　一易雛象で纒騰纏難躍巷馨綺謬薯
皐禽欝霞弩墾隻塁お楚篤歪乾墾携農万竣倉房昌璽乾講髪霧零壕馨至畢欝！夫讐糧Ω毒犠

葦誘も雰；雰禁劉キ。離孟士奮業円讐盆翼募控糞殿凄灘邊護亀3猛再墾勇畠ぞ全
か対ての掛のを払過　のな、ぞ万及共の，あのとり安書三来母もと付みあ万てがかい円庫お坪
皇遷奢こ憲ε壽婁奎　建怯最華纂済鉦　黛翻馨庭e震透毒農為鶏募暮蕃峡豊畠菟扉鶴吃≧吾

辮ぞ藷蕉．茎藷鑑F欝矯灘な糠茗灘礫以騰灘
辮織鱒権縷議犠黎鱗。欝器鞭鞭顯
薯建募議畜談醤讐甚薯苦誘醤笑1豊を　し　　　茗零叢塁紹　彙喜藻露婁繁餐」幾房霧蔓讐麓

誌ζ鵠辱朶書叢犠盗婁萬騒壱更簡』補　　　　　爵5要漢墜　暴弩妄睾と錫霧馨薯禦倉鬼姿箏
新共内は千増売業と共と百万十で』コ三　　　　　がるれ改し　ど要ら町し果のは弁とセとやあ

、

た済でこ円三払務お済な十．六五．鳥　　　　　　　上従た正て　お望な財なを運けになンき 、　　弓

に業前れの十代勘り事り七千人水1　　　　　　程来結には　　りがい政い十営り次るタは他た
九務記ら増四金定で業て人八で稲、‘　　　　　　可の果よ　’　可述よを。分のとい。1 、病り
○の無のと万九にあ特いで百交部．　　　　　　決契’り以　決べう圧ま発いうで 入医が　、
CC機事財な八万おる別る交十付門　　　　　　　さ約すて上　　さら留迫た揮かな討 所療併妊

商万備では、十も　　トおブになもし田トのれれし観　　車随局を保は　　あ万り助 ㎝『よの
工円費追地万七補ル吃）ル至お終た．入ル，。だたて光す遭一一のつ存’節り円た申今　牌
讐講籍雛難発鷺ど禽錫巾蓄齪零藩纏鑛ぎ縫欝繍棚繋
灘皐鰐顯募鳶麗茜籔噺齪鍮召窪響詣茗舘魏鰹籔城
い光万七あ助の内ス暁型百路工すかメ長すのの設本る節ととと元道　け観緊会　へ
目道円＋るの追訳力にのメの検でら1はる補県事年遵黒こがな上路　に光急計　観
を路を五・0ほ加はイは開1延査に峰ト五こ正費業度ぴ城ろ効り野の　絞道議補　光
架餐畜募畜粧．で矛マ嚢響尤塁露警建告甚ま晃蕩讐畢毒猛妄箋薫謹談　盆鷺蒙孕　道
た費しほは亡才入ン三終の節つ、利い』～＋な立が万算（ずりし心節に　た設必算　路
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も費要は

一
般
△
筑
計
補
正
予
算

うノ｛

とイ
いク
う二二

内台
容を
で十
あ五
る万
◎円

もとてか’十入才と千わ区黒てのに星二っA認円でたる’てに黒つ 一
でマ
購

のし百’才五は出なメリ間城い運開’名メたてめにこ　。自．町県運城い　　の百と　、 入
。て五予入万五とる1ても祉る搬削新1もこら対の・動内一当動祉て　で五な補 し
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出
張
職
業
相
談
所

　
稲
刈
り
も
“
。
段
落
す
る
と
秋
冬
期
の

出
稼
ぎ
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

出
稼
ぎ
に
つ
い
て
は
五
月
よ
り
社
会
係

の
窓
口
に
川
西
町
出
稼
相
談
所
を
開
設

相
談
に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
更

に
十
a
町
職
業
安
定
所
よ
り
係
員
が
出

張
，
さ
れ
て
相
談
す
る
事
に
な
り
ま
し
た

の
で
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
の
相
談
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
出
稼
ぎ
さ
れ
る
万
は
社
会
情
勢
の

変
動
で
種
々
の
問
題
が
主
じ
る
事
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
出
稼
の
安
全
の
た

め
に
も
今
年
か
ら
ぜ
ひ
縁
故
の
万
も
全

部
届
け
出
て
就
職
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
役
場
出
稼
相
談
所
窓
口
、
仙
田

橘
出
張
所
へ
あ
り
ま
す
の
で
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
出
張
職
業
相
談
所
開
設
日
程

　
十
月
四
日
九
時
三
十
分
？
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
田
出
張
所

＋
月
＋
一
。
日

＋
月
＋
八
日

＋
月
二
圭
日

＋
一
月
一
日

、
上
野
連
絡
所

橘
出
張
所

仙
田
出
張
所

仙
田
出
張
所

◆
出
か
せ
き
案
府

「
み
か
ん
の
収
穫
と
農
耕
（
舅
女
）

　
男
日
七
五
〇
円
女
六
五
〇
円

　
〆
切
＋
一
月
二
十
日
（
静
岡
）

二
、
大
日
本
梱
包
K
K
　
梱
包
男

　
日
八
○
○
円
〆
切
十
一
月
末
　
東
京

三
前
田
建
設
K
K
　
　
抗
夫

　
月
三
七
、
O
O
O
円
〆
切
＋
月
末
水
上

四
、
東
京
出
版
K
K
　
　
梱
包

　
日
八
四
〇
円
〆
切
十
月
末
（
東
京
）

五
、
フ
ア
ス
ト
製
菓
　
製
菓
工

月
一
一
六
、
O
O
O
円
〆
切
十
｝
月
末
東
京

六
、
松
立
土
建
K
K
　
土
工
　
男
　
叉

開
設

　
月
三
一
、
O
O
O
円
〆
切
十
月
末
大
阪

　
そ
の
他
多
数
あ
り
役
場
出
稼
相
談
所

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

台
風
2
4
号
罹
災
者
救

援
義
え
ん
金
受
付
中

　
台
風
二
十
四
号
は
上
越
地
万
を
中
心

に
被
害
甚
大
で
あ
る
が
た
だ
い
ま
日
本

赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
以
下
六
団
体
で

救
援
義
え
ん
金
を
募
集
中
で
す
。
当
川

西
分
区
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
町
内
木
島
子
供
会
で
は
廃
品
回
収

で
得
た
収
益
を
そ
∩
く
り
台
風
二
十
四

号
救
援
義
え
ん
金
に
と
日
赤
川
西
分
区

（
役
場
内
）
へ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ん
と
に

〃
あ
り
が
と
う
〃

　
九
月
二
日
千
手
祭
り
に
露
店
商
と
し

て
東
京
よ
り
き
た
松
谷
千
代
さ
ん
は
、
、

売
り
上
げ
の
一
部
を
地
域
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
昨
年
に
引
き
つ
づ
き

五
百
円
を
す
や
旅
館
主
を
通
じ
て
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
託
、
又
永
久
公
舎
の

蔵
品
政
子
さ
ん
も
拾
得
吻
の
報
償
金
と

し
て
い
た
だ
い
た
三
百
円
を
寄
託
さ
れ

ま
し
た
。読

書
の
秋
で
す
蟹

　
こ
く
の
あ
る
本
を
じ
【
く
り
読

む
の
に
よ
い
時
期
で
す
．
町
民
の
，

み
な
さ
ん
、
お
お
い
に
公
民
館
の

図
書
を
利
用
い
た
し
ま
し
よ
う
。

国民年金の届けを
　　　　　わすれずに

　
あ
な
た
は
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
か
。
老
後
の

保
障
と
不
慮
の
事
故
に
備
え

て
、
国
民
年
金
は
天
く
こ
と

の
で
き
な
い
社
会
保
障
制
度

で
す
。

　
次
に
該
当
す
る
人
は
早
急

に
届
出
を
い
た
し
ま
し
よ
う

満
二
十
才
に

　
　
な
つ
た
人

　
満
二
十
才
で
成
人
に
達
す

る
こ
と
に
よ
り
選
挙
権
と
同

じ
く
国
民
年
金
の
資
格
が
発
主
い
た
し

ま
す
。
届
出
は
す
み
や
か
に
成
人
者
の

仲
間
入
り
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

勤
め
を
や
め
ら
れ
た
人

　
退
職
に
よ
り
厚
主
年
金
等
を
や
め
ら

れ
た
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
の
厚
圭
年
金

～
～　

出
か
せ
ぎ
と
川
西

　
頼
ま
れ
れ
は
米
つ
き
、
の
た
と
え
ど
．

お
け
、
川
西
の
出
か
せ
ぎ
の
歴
史
は
ず

い
ぶ
ん
古
い
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま

り
た
の
か
、
そ
の
動
機
は
何
で
あ
り
た

か
、
お
じ
い
さ
ん
に
き
い
て
も
、
そ
の

ま
た
前
の
お
じ
い
さ
ん
た
ち
に
き
い
た

と
き
も
、
た
だ
昔
か
ら
そ
う
し
て
い
た

．
と
い
う
答
え
し
か
得
ら
れ
な
か
〔
た
。

こ
の
、
昔
か
ら
、
と
い
う
乙
と
は
が
慣

習
と
な
り
、
大
事
な
問
題
な
の
に
つ
き

つ
め
て
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
い

つ
し
か
伝
統
と
い
わ
れ
て
現
在
に
い
た

り
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
徳
川
の
五
代
将
軍
綱
吉
が
、
お
お
ぜ

い
の
美
女
た
ち
に
か
し
ず
か
れ
、
千
代

・
田
の
城
の
大
奥
で
元
禄
花
見
お
ど
町
に

・
う
か
れ
て
い
た
時
舎
が
あ
り
た
。
そ
の

こ
ろ
、
川
西
の
名
も
な
い
百
姓
た
ち
は

等
と
通
算
さ
れ
ま
す
。

　
勤
め
を
始
め
ら
れ
た
人

　
就
職
に
よ
り
職
場
で
厚
圭
年
金
等
に

加
入
し
た
場
合
は
国
民
年
金
を
や
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
届
け
を
さ
れ
な
い
と

二
重
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
住
所
や
氏
名
を
変
更
さ
れ
た
人

　
婚
姻
や
勤
め
を
変
え
た
こ
と
に
よ
り

住
所
や
氏
名
を
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

戸
籍
や
住
民
登
録
の
届
け
と
い
り
し
ょ

に
忘
れ
ず
手
続
き
い
た
し
ま
し
よ
う
。

，
届
“
出
は
役
場
へ
印
か
ん
を
持
参
し

て
申
出
く
だ
さ
い
。

～
あ
な
た
を
守
る
国
民
年
金
～

　
～
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
国
民
年
金
ど

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影

　
　
　
第
二
次
実
施
に
つ
い
て

　
結
核
の
早
期
発
見
の
た
め
、
次
の
日

ゆ
う
ぴ
ん
局
か
ら
　
　
　
　
　
・
郵
便
局
で
は
、
こ
う
い
う
お
宅
に
は

　
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
そ
の
つ
ど
『
犬
を
つ
な
い
で
い
た
だ
き

　
　
く
だ
さ
い
　
　
　
　
た
い
」
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
再

　
最
近
一
。
年
間
に
、
飼
い
犬
に
か
み
つ
　
三
お
願
い
し
て
も
、
聞
い
て
い
た
だ
け
．

か
れ
た
郵
硬
局
の
外
務
員
は
、
長
野
県
．
な
い
場
合
は
、
郵
便
規
則
で
郵
便
物
を

で
五
百
七
十
二
人
、
新
潟
県
で
四
百
二
　
配
達
せ
ず
郵
便
局
に
留
め
置
く
こ
と
に

十
三
人
も
あ
り
ま
す
。
外
務
員
に
か
み
　
な
り
て
い
ま
す
。

つ
い
た
犬
は
、
大
部
分
が
放
し
飼
い
の
　
　
飼
い
犬
は
、
、
必
ず
つ
な
い
で
お
い
て

犬
で
す
。
た
い
せ
つ
な
郵
便
を
配
達
に
　
く
だ
さ
い
。

行
つ
て
、
犬
の
た
め
に
配
達
で
き
な
い
　
　
　
燈
　
　
　
鰻
　
　
　
翻

の
は
、
ま
こ
と
に
困
り
た
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
締
　
　
　
翁
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●
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●
　
●
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
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●

程
に
よ
り
第
二
次
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
撮
　
一
〇
月
＝
二
日
前
『
○
時
～
｝
二
時

を
実
施
し
ま
す
か
ら
、
ま
だ
受
け
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
室
島
公
民
舘
前
，

な
い
万
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
『
○
月
＝
二
日
後
『
時
～
三
時
ま
で

　
日
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
仙
田
出
張
所
前

“一

〇
月
｛
一
日
前
一
〇
時
～
三
時
ま
で
　
一
〇
月
一
四
日
前
一
∞
O
時
～
三
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
於
橘
出
張
所
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
赤
岩
小
学
校
前

『
○
月
『
二
日
前
一
〇
時
～
三
時
ま
で
　
　
｝
○
月
一
五
日
前
一
〇
時
～
三
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
於
上
野
連
絡
所
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
川
西
町
役
場
前

毎
日
の
暮
ら
し
に
コ
ト
欠
き
馬
高
い
年
、
．
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。

貢
に
あ
え
ぎ
鷹
が
ら
、
何
と
か
し
て
ク

チ
ス
ギ
し
な
げ
れ
ぱ
生
き
て
ゆ
け
な
い

ハ
メ
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
か
と
い

り
て
産
児
制
限
な
ど
思
い
も
よ
ら
ず
、

ど
こ
の
家
も
大
家
族
で
、
ヒ
ニ
ク
の
よ

ろ
に
子
だ
く
さ
ん
な
時
代
だ
ク
た
。

　
耕
地
は
ご
く
わ
ず
か
、
米
つ
く
り
も

天
候
ま
か
せ
、
苦
労
し

て
実
っ
た
米
は
大
半
を

と
ら
れ
た
。
ヒ
エ
や
童

の
カ
テ
メ
シ
が
常
食
、

　
ひ
と
り
で
も
家
族
が
減
れ
ば
そ
れ
だ

け
食
糧
が
助
か
る
、
そ
ん
な
こ
と
か
ち

娘
た
ち
は
そ
の
こ
ろ
十
日
町
で
は
じ
ま

っ
た
ハ
タ
ヤ
に
頼
ん
で
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
、
男
た
ち
の
多
く
は
上
田
あ
た
り

の
作
男
に
雇
わ
れ
た
。
あ
る
年
の
秋
、

ひ
と
り
の
若
者
が
上
洲
ま
で
出
か
け
て

苦
し
さ
に
耐
え
か
ね
た
人
た
ち
は
、
赤

ン
坊
が
主
ま
れ
る
と
山
奥
の
沢
ま
で
抱

い
て
行
つ
て
捨
て
た
。
現
在
、
川
西
に

残
∩
て
い
る
ア
カ
ツ
コ
ザ
ワ
、
あ
る
い

は
、
ニ
カ
ツ
コ
ザ
ワ
と
い
う
地
名
は
、
悲

惨
だ
つ
た
当
時
の
名
ご
り
で
あ
る
。
お

よ
そ
、
ナ
ラ
山
節
考
と
は
ギ
ヤ
ク
な
万

法
で
、
ご
禁
制
の
カ
ゲ
で
マ
ビ
キ
が
行

奉
公
し
た
。
と
こ
ろ
が

食
べ
さ
せ
る
ほ
か
に
給

金
を
く
れ
た
。
う
わ
さ

は
ひ
ろ
が
り
、
上
洲
ブ

ー
ム
に
な
り
九
。
後
年
、
江
戸
へ
行
け

ば
も
っ
と
金
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、

い
う
し
か
江
戸
い
き
の
風
習
が
形
づ
く

ら
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。

　
慶
応
二
年
に
生
ま
れ
た
わ
た
く
し
の

祖
父
が
、
主
前
に
よ
く
話
し
て
く
れ
た

こ
と
ば
を
思
い
だ
す
。
オ
ラ
、
十
九
の

ど
き
に
は
じ
め
て
江
戸
へ
行
つ
た
。
い

つ
と
ま
り
む
い
か
（
五
泊
六
日
）
か
か

ウ
て
、
三
国
越
え
し
て
歩
い
て
行
り
た

も
ん
だ
。
せ
り
き
う
ち
居
酒
屋
や
米
屋

へ
奉
公
し
て
、
十
円
も
持
（
て
帰
れ
ば

い
い
ほ
う
だ
つ
け
。
春
ん
な
る
と
ヒ
マ

も
ら
ワ
て
、
ト
ウ
ザ
ン
羽
織
を
着
て
来

る
ど
き
は
う
る
し
か
（
た
ぜ
・
・
．
。
と
。
，

　
は
じ
め
は
、
飼
っ
て
も
ら
え
は
そ
れ

で
い
い
ク
チ
ス
ギ
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が

い
つ
ご
ろ
か
は
推
定
で
き
な
い
が
金
を

と
る
出
か
せ
き
の
時
代
と
な
り
、
現
在

な
お
、
み
ん
な
も
そ
う
す
る
か
ら
と
い

う
ム
ー
ド
的
風
調
が
続
い
て
い
る
と
い

つ
た
ら
お
こ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
お
ら

う
ち
の
未
来
図
は
こ
う
だ
。
’
そ
の
た
め
、

に
は
金
が
い
る
。
だ
か
ら
出
が
せ
き
に

行
く
ん
だ
と
い
う
、
し
っ
か
り
し
た
考

え
で
町
を
あ
と
に
し
て
ほ
し
い
。
や
が

て
は
、
出
か
せ
き
し
な
く
て
も
よ
い
わ

が
家
に
す
る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
。
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補
充
名
簿
の
登
録
申
出
は
十
九
日
ま
で

県
知
事
選
挙

　
み
な
さ
ん
も
す
で
に
ご
承
知
の
と
お

り
来
る
十
『
月
十
四
日
に
塚
田
県
知
事

の
任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
県
知
事
選
挙

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
．
こ
と
し
は
七
月
に
参
議
続
議
員
選
挙

が
、
ま
た
、
．
八
月
に
は
川
西
町
議
会
議

員
選
挙
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
の
で

不
在
者
投
票
、
補
充
選
挙
人
名
簿
等
に

フ
．
い
て
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

↑
が
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
投
票
で
き
な
か
り
た
と
い
う
こ
と
の

．
な
い
よ
う
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
’
せ
∩

か
く
の
選
挙
権
を
、
明
る
く
正
し
く
信

h
ず
る
人
に
票
を
投
じ
て
い
た
だ
き
た
い

…
、
も
の
で
す
。

木在者投票

に
つ
い
て

　
選
挙
の
当
日
自
ら
投
票
所
に
行
り
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
レ

・
の
定
め
る
手
続
き
に
従
り
て
い
わ
ゆ
る

．
不
在
者
投
票
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

壷
が
、
そ
の
理
由
は
、
①
川
西
町
の
区

域
外
に
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の

者
②
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
川
西
町
の
区
域
外
に
旅
行
ま
た
は
滞

在
中
の
者
③
病
気
な
ど
の
た
め
指
定
病

院
に
入
院
中
で
あ
る
者
な
ど
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
∩
て
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
は
、
選
挙
の
告
示
の
日
（
十
月

．
』
｝
十
日
）
か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日
（

十
一
月
＋
三
日
）
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
冬
季
間
出
稼
に
出
ら
れ
る
人
、
ま
た

は
十
｝
月
十
四
日
（
日
曜
日
）
に
や
む

・
を
得
な
い
用
務
の
た
め
出
張
等
さ
れ
る

人
は
、
必
ず
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
行
な
い
、
尊

い
｝
票
を
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
ろ

に
つ
い
て

お
願
い
し
ま
す
．

補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

　
選
挙
権
が
あ
り
て
も
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
と
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
ぴ
の
選
挙
に
あ
た
（
て
、
選

挙
権
が
あ
り
て
、
ま
だ
名
簿
に
の
り
て

い
な
い
人
の
た
め
に
、
新
た
に
補
充
選

挙
人
名
簿
が
作
ら
れ
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

は
、
日
本
国
民
で
あ
つ
て
次

の
事
項
に
該
当
す
る
人
で
す

　
工
　
本
年
十
月
十
九
日
現
在
で
年
令

　
　
が
満
二
十
才
以
上
に
な
り
た
人
、

　
　
（
昭
和
二
十
年
十
月
二
，
十
日
ま
で

　
　
に
出
主
し
た
人
）

　
2
　
川
西
町
に
住
む
よ
う
に
な
（
て

　
　
か
ら
、
住
所
期
間
が
十
月
二
十
日

　
　
現
在
で
、
三
カ
月
以
上
に
な
り
た

　
　
人
。

　
　
　
但
し
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て

　
　
は
、
川
西
町
に
住
所
を
定
め
て
か

　
　
ら
ま
だ
三
カ
月
に
な
ら
な
い
人
で

　
　
も
引
続
き
新
潟
県
区
に
居
住
し
、

　
　
転
居
前
の
市
町
村
で
、
現
在
有
効

　
　
な
選
挙
人
名
簿
に
の
つ
て
い
る
人

　
　
は
、
｝
定
の
手
続
き
を
経
て
、
転

　
　
居
前
の
市
・
町
．
村
で
投
票
が
で

　
　
き
ま
す
。

　
　
　
今
回
作
る
補
充
選
挙
人
名
簿
は

　
　
十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
縦
覧

　
　
さ
れ
ま
す
。
登
録
も
、
れ
や
間
違
い

　
　
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
間
中
に

　
　
異
議
の
申
出
を
す
れ
ば
、
修
正
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
補
充
選
挙
人
名
簿
に

の
せ
る
に
は

　
　
　
十
月
十
九
臼
ま
で
に
川
西
町
選

　
　
挙
管
理
委
員
会
に
本
人
か
世
帯
主

　
　
が
印
か
ん
持
参
の
上
、
登
録
の
申

　
　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
人
は
必
ず
選
挙

管
理
委
員
会
で
確
か
め
、
資

格
が
あ
る
の
に
の
つ
て
い
な

い
人
は
す
ぐ
登
録
の
申
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
－
．
　
選
挙
権
が
あ
り
な
が
ら
、
選
挙

　
　
人
名
簿
に
の
つ
て
い
な
か
〔
た
た

　
　
め
、
参
議
院
議
員
選
挙
や
、
川
西

　
　
町
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
で
き
な

　
　
か
り
た
人
．

　
2
　
新
た
に
、
ω
現
住
所
に
移
〔
て

　
　
か
ら
の
居
住
期
間
が
三
ヵ
月
以
上

　
　
に
な
り
た
人
。
，

（
庄
意
）

投
票
は
花
嫁
花
ム
コ
選
ぶ
気
で

，駆團・
◎

，
プ
　
ノ

　
　
、
！
〃

調

工
　
九
月
十
五
，
日
現
在
で
、
新
し
い

基
本
選
挙
入
名
簿
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
十
二
月
二
十
日
以
降

に
行
な
わ
れ
る
選
挙
に
使
用
さ
れ
る

も
の
で
、
今
回
の
選
挙
と
全
然
関
係

が
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の

選
挙
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
あ
く
ま

で
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
串
出

を
さ
れ
た
も
の
の
み
で
す
か
ら
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

2
’
今
回
行
な
わ
れ
る
県
知
事
選
挙

の
投
票
所
入
場
券
は
、
国
勢
調
査
事

務
等
の
た
め
、
告
示
の
日
（
十
月
二

十
日
）
ま
で
に
み
な
さ
ん
の
手
も
と
『

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
り
て
投
票
所
入
場
券
の
行
か
な

か
∩
た
人
は
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登

録
の
申
出
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
名
簿
登
録
の
有
無
を
確
か
め
る
等

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
申
出
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
保
育
園
の
運
動
会
は
最
高
の
秋
晴
れ
．

に
め
ぐ
ま
れ
た
日
で
し
た
。
孫
娘
が
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
午
後
見
に
行
き

ま
し
た
。
町
長
さ
ん
が
、
い
さ
さ
か
腰

を
曲
げ
気
味
に
会
場
の
ほ
ろ
へ
歩
い
て

行
か
れ
ま
し
た
が
、
途
中
、
危
な
い
渡

た
り
板
の
ズ
レ
を
三
枚
ぱ
か
り
直
し
て

養
課
長
）

に
と
け
こ
ん
だ
保
坂
、
馬
場
主
事
ら
の

世
話
ぶ
り
な
ど
、
心
あ
た
た
ま
る
運
動

会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
山
野
田
　
北
村
桐
舎
）

　
草
の
実
や
町
長
歩
行
や
や
不
自
由

　
玉
送
り
だ
る
ま
運
ぴ
や
秋
の
晴

運
動
会
場
に
は
い
ら
れ
ま
し

た
。
古
稀
を
過
ご
さ
れ
た
町

長
さ
ん
の
あ
り
か
た
に
感
激

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
町
長
さ

ん
、
今
後
も
自
ら
を
い
た
わ

り
、
町
を
も
お
い
た
わ
り
く

だ
さ
い
。
句
友
柏
樹
氏
（
教

の
名
ア
ナ
ぶ
り
、
園
児
た
ち

※
※
※
嚢
※
※
※
※
※
※
※
※
嚢
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
嚢

　
　
ぞ
く
ぞ
く
と
三
万
二
千
五
百
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
一
期
末
の
産
米
売
渡
数
ー

　
雪
消
え
の
遅
れ
、
異
常
低
温
、
そ
し

て
長
雨
．
．
．
・
．
・
何
も
か
も
異
常
続
き
の

今
年
の
気
象
も
、
台
風
二
十
四
号
の
通

り
過
ぎ
た
お
彼
岸
以
降
は
、
こ
れ
も
異

常
と
さ
え
思
え
る
晴
天
の
連
続
に
、
毎

日
刈
り
入
れ
の
手
を
休
め
る
暇
も
な
く

ズ
ツ
シ
リ
と
重
い
稲
穂
を
手
に
し
た
農

家
の
表
情
は
、
春
以
来
の
苦
労
も
忘
れ

て
秋
空
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
だ
。

　
本
年
産
米
の
出
荷
は
、
作
柄
の
遅
れ

と
早
冷
え
を
伝
え
る
予
報
に
関
係
者
の

気
を
も
ま
せ
た
が
、
連
臼
の
恵
ま
れ
た

天
候
と
三
日
間
の
期
間
延
長
は
、
別
表

の
よ
ろ
に
第
｝
期
米
と
し
て
は
町
始
ま

り
て
以
来
初
の
三
万
俵
突
破
を
達
成
し

上
位
等
級
比
率
も
、
豊
作
だ
り
た
三
十

七
年
度
を
は
る
か
に
上
廻
る
、
、
七
十
四
、

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
好
成
績
を
納
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
好
結
果
の
現
わ
れ
は
、

ま
ず
七
月
下
旬
以
降
の
好
天
候
や
、
稲

作
技
術
の
改
良
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
本
年
の
場
合
何
と
い
〔
て
も
共
同

防
除
を
中
心
と
し
た
病
害
虫
防
除
徹
底

の
勝
利
と
も
い
え
る
で
し
よ
う
。

　
し
か
し
、
き
ぴ
し
い
食
糧
需
給
事
情

を
反
映
し
て
、
農
協
の
倉
庫
か
ら
は
連

　　　　　（第1期末　10月3日現在）
　　　　　　　　　　　　　し　　　トぴユロリユヨけドロコ　し　ニワごなロなニ　ほ　　いい　ずへ　ドブド
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日
消
費
地
へ
向
け
て
米
の
出
荷
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
は

予
約
米
の
早
期
売
渡
完
了
は
も
ち
ろ
ん

今
後
共
、
品
種
の
統
｝
を
軸
と
し
た
合

理
的
な
栽
培
体
系
基
盤
の
確
立
を
は
か

り
て
、
「
う
ま
い
米
h
を
『
よ
り
多
く

」
供
給
さ
れ
る
よ
う
願
い
ま
す
。
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モ
モ
　
モ
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モ
て
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キ
ノ
コ
の
見
分
け
か
た

　
　
　
　
中
毒
を
防
ぎ
味
覚
を
た
の
し
む
た
め
に

　
ヨ
ヨ
　
ヨ
　
　
ヨ
ヨ
ヨ
　
　
　

　
秋
の
味
覚
の
ひ
と
つ
に
キ
ノ
コ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
シ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
な
ど
、
こ
の
ご
ろ
ど
こ
に
も
作
ら
れ
る
が
、
野
主
の
キ
ノ

コ
に
は
ま
た
別
な
味
と
か
お
り
が
あ
る
。

　
山
を
か
け
め
ぐ
り
、
大
物
を
発
見
し
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
た
と
え
よ
ろ
も
な

い
。
食
べ
る
の
は
さ
て
お
い
て
キ
ノ
コ
刈
り
そ
の
も
の
が
好
き
だ
と
い
う
の
も
う

な
ず
け
る
。

　
し
か
し
ま
た
、
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
も
た
な
い
と
、
せ
り
か
く
食

べ
ら
れ
る
も
の
を
見
捨
て
た
り
、
ま
か
り
間
違
り
て
は
命
取
り
と
も
な
る
。

　
そ
の
見
分
け
か
た
の
コ
ツ
に
つ
い
て
九
月
二
十
二
日
、
長
福
寺
う
ら
山
で
行
な

わ
れ
た
採
取
鑑
別
指
導
会
に
お
け
る
講
師
の
農
林
省
林
業
試
験
場
、
今
関
六
也
先

主
の
指
導
内
容
か
ら
以
下
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
る
。

　
ロ
の
　
ロ
　
　
ロ
ロ
　
じ
　
ロ
ロ
　
ロ
の
　
　
ロ
ほ
ロ
　
コ
じ
　
ロ
じ
ロ
　
ほ
じ
　
ロ
ヨ
　
ほ
ロ

古
い
言
い
伝
え
に
た
よ
る
な

　
◎
O
●
●
　
〇
一
　
〇
●
●
●
0
●
　
の
O
　
O
O
O
●
　
0
0
D
●
　
O
a
　
O
G
●
●

　
華
が
た
て
に
さ
け
る

　
色
が
毒
々
し
い

　
こ
う
い
う
言
い
伝
え
に

　
た
よ
つ
て
は
な
ら
な
い

　
日
本
に
発
生
す
る
キ
ノ
コ
の
種
類
で

現
在
わ
か
り
て
い
る
も
の
だ
け
で
二
千

種
ぐ
ら
い
あ
る
そ
う
だ
か
ら
、
こ
れ
を

全
部
覚
え
る
こ
と
は
と
て
も
不
可
能
、

　
名
ま
え
な
ど
わ
か
ら
な
く
と
も
、
毒

か
毒
で
な
い
か
を
見
分
け
る
こ
と
を
知

り
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
十
年
間
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
年
に
五

～
六
百
人
ぐ
ら
い
が
中
毒
に
か
か
り
そ

の
う
ち
の
十
～
十
二
、
三
人
は
死
ん
で

い
る
。

　
ど
ん
な
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
死
ぬ
か
は

。
死
者
に
口
な
し
、
つ
ま
ぴ
ら
か
で
な
い

労
、
＋
人
に
七
人
ぐ
ら
い
は
、
ほ
ぼ
一
、

｝
二
婿
鐘
籍
繋
の
あ

る
も
の
の
う
ち
、
毒
キ
ノ
コ
は
ど
れ
か

を
確
実
に
知
る
こ
と
が
安
全
へ
の
近
遭

で
あ
ろ
ろ
。

、
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
タ
ケ

かさ

（
食
べ
る
と
死
亡
）

曹
隊

フ
ほ

く
キ
e

ひ
だ

　
図
の
よ
う
に
、
根
も
と
に
大
き
な
ふ

く
ろ
（
つ
ぼ
）
を
持
ち
、
つ
は
の
あ
る

の
が
特
徴
、
争
ぼ
を
挿
m
か
か
0
慶
脚

焼
釦
極
毒
ダ
加
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、

採
取
す
る
と
き
は
、
土
や
落
葉
な
ど
を

よ
く
か
き
わ
け
て
根
本
か
ら
と
る
よ
う

に
す
る
の
が
必
要
な
注
意
に
な
る
。

董
が
た
て
に
さ
け
る
程
度
の
知

識
で
判
断
し
て
食
べ
た
と
し

た
ら
危
険
霞
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
中
毒
に
か
か
る
人
数
を
五
百
人
ぐ
ら

い
と
し
た
ら
、
そ
の
う
ち
二
百
五
十
人

は
ツ
キ
ョ
タ
ケ
で
あ
ろ
う
。

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
（
夜
光
る
）

黒いしみ

＿N
）

ぶ
な
の
木
か

ら
出
る
。
見
か

け
が
食
べ
ら
れ

そ
う
な
色
、
形

で
あ
り
、
シ
イ

タ
ケ
、
ヒ
ラ
タ

ケ
な
ど
と
間
違

い
や
す
い
。
見

分
け
か
た
の
急
所
は
、
た
て
に
さ
く
と

根
も
と
の
部
分
に
黒
い
シ
ミ
が
あ
る
。

　
中
毒
患
者
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

一
本
シ
メ
ジ
。
シ
メ
ジ
と
間
違
い

や
す
く
か
さ
の
裏
の
び
外
加
擁
色
が
加

伽
で
み
幻
を
加
か
瀞
タ
加
で
あ
る
。

ロ
ら
　
ヨ
ロ
　
ロ
ロ
　
ロ
ほ
　
ほ
　
じ
　
ロ
ロ
　
ロ
ロ
　
ロ
　
　
ほ
リ
　
ロ
ロ
　
ヨ
ロ
　
ロ
じ
　
　
コ
　
ロ
コ

か
ん
で
味
を
み
る
の
も
必
要

9
9
　
●
●
9
0
9
●
　
0
■
　
0
●
　
0
■
　
0
■
0
●
　
O
●
　
9
0
　
■
0
　
0
●
　
D
口

　
こ
の
ほ
か
一
一
般
に
中
毒
す
る
率
が
高

い
も
の
と
し
て
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
、
ヤ
ブ

シ
メ
ジ
な
ど
が
あ
る
。

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ

　
加
か
府
》
が
を
と
コ
か
准
、
か
さ
は
黄

色
で
、
ヒ
ダ
は
黒
ず
ん
で
い
る
。

　
ヤ
ブ
シ
メ
ジ
（
別
名
ド
ク
サ
サ
コ
）

3（・5

　c鴻

霜
覗
色
）

）

　
か
さ
が
右
図
の
よ
う
な
形
を
し
て
お

り
サ
サ
ヤ
ブ
に
主
え
る
。
か
さ
の
直
径

三
～
五
セ
ン
チ
で
だ
い
だ
い
色
を
し
て

い
る
，
。
県
内
に
多
く
、
食
後
四
、
五
日

し
て
手
、
足
の
先
が
し
ぴ
れ
、
焼
火
ば

し
で
さ
さ
れ
た
よ
う
に
痛
み
、
ひ
ど
く

苦
し
む
。

　
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
今
関
先
生
の
つ

く
り
た
毒
キ
ノ
コ
の
番
付
を
次
に
紹
介
り
羅
垣
擾
瓦
運
斑
悪
斑
盈
皿
盤
　
斑

し
て
み
よ
ろ
。

付番コノキ毒

A
B
B
A
A

　
A
A

関脇⑦（クサウラベニタケ）

小結⑧ベニテングタケ
小結⑨ニガクリタケ
前頭⑩マッシメジ
前頭⑪キホウキタケ

△横綱①タマゴテンクタケ死
　横綱②ドクアジロヵサタケ　　死
　大関③ドウササコぐヤブシメジ）C

△大関④ツキヨタケ　　　　　　A

　関脇⑤テンク汐ケ　　　　　AB
△関脇⑥イツポンシメジ　　　　A

C指先激痛B目まい、意識混らんA嘔吐、下痢

　
そ
の
他
、
ふ
タ
ケ
と
同
形
の
も
の
で

ヒ
ダ
（
か
さ
の
裏
の
部
分
）
が
赤
い
も

の
は
た
い
し
た
毒
で
は
な
い
が
食
べ
な

い
こ
と
。

　
ね
ず
み
た
け
で
も
、
黄
色
と
桃
色
の

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
御
す
二
や
か
に

数
藤
麻
子

中
村
直
子
・

星
名
正
人

杉
山
由
紀
子

伸
治
長
女

善
春
二
女

正
舅
長
男

茂
　
二
女

神伊坪沖
社
町友山立

宮
　
　
聰
子
　
俊
雄
二
女
発
電
所
通

太
田
雅
子
寿
㎝
長
女
永
公

水
品
　
和
美
　
幸
夫
長
女
新
町
新
田

児
玉
　
淳
子
　
重
作
コ
女
　
上
　
野

秦
野
　
正
子
　
藤
一
長
女
　
仁
　
田

山
口
　
裕
子
隆
也
長
女
　
仁
　
田

丸
山
多
美
子
　
和
徳
三
女
　
根
　
深

丸
山
　
直
美
　
史
朗
長
女
　
仁
　
田

丸
山
　
伸
二
長
一
郎
二
男
　
下
　
原

南
雲
さ
ゆ
み
　
直
秀
長
女
　
中
仙
田

茂
野
　
好
江
　
好
『
長
女
　
室
　
島

茂
野
　
　
一
美
　
博
一
長
女
　
藤
　
沢

中
條
さ
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菰
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避型

挺瓦砿

笹笹巫
発
電
所
通

＋
日
町
市
か
ら

橘
診
療
所

画

が

も
の
は
下
痢
を
す
る
。

　
以
上
の
知
識
と
、
こ
れ
ま
で
の
体
験

か
ら
身
に
つ
け
た
鑑
別
法
を
ミ
ツ
ク
ス

し
て
、
せ
い
ぜ
い
キ
ノ
コ
の
風
味
を
楽

し
む
時
節
と
し
た
い
。

診
療
開
始

翁
釜
大
房
医
師
着
任
畿
縷

　
五
月
以
来
、
医
師
不
在
の
た
め
橘
診

療
所
を
休
診
し
、
地
区
の
人
た
ち
に
ご

め
い
わ
く
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
ぴ
山
梨
県
出
身
の
大
房
医

師
か
ら
町
診
療
所
の
先
生
と
し
て
お
い

で
を
ね
が
い
ま
し
た
の
で
、
診
療
を
四

日
か
ら
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
は
町
の
診
療
所
経
営
を

統
一
し
て
ゆ
く
た
め
、
川
崎
先
生
か
ら

千
手
橘
両
診
療
所
の
責
任
者
に
な
り
て

い
た
だ
き
診
療
は
川
崎
・
大
房
両
先
生

の
交
代
制
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
真
人
町
の
藤
巻
先
主
か
ら
も

応
急
の
場
合
ご
協
力
を
ね
が
ろ
こ
と
と

し
て
万
全
を
期
し
た
く
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
ろ
か
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
両
診
療
所
の
診
療
は
一
応
次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。
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